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平成３１年度

一般会計予算 億 万円
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●子育て支援と健康のために  

項　　　　　目 備　　　　　　考予　算　額

２７億７,９７０万８千円

●豊かな暮らしのために  ２億３,００７万８千円

●快適な暮らしと安全のために  １３億２,０６９万１千円

●文化と教育のために

●その他

６億７,０５４万７千円

６億１,９１０万８千円

２０億８,２５０万８千円
６億９,６８５万３千円

３４万７千円

民生費
衛生費
労働費

６億 　９０６万４千円
１,０００万　　円

４万４千円

公債費
予備費
諸支出金

２億 　５９１万９千円
２,４１５万９千円

農林水産業費
商工費

７億７,９６７万７千円
５億４,１０１万２千円

２千円

土木費
消防費
災害復旧費

●町民サービスのために  １１億５,３８６万８千円
９,６４２万５千円

１０億５,７４４万３千円
議会費
総務費

６億７,０５４万７千円教育費　

歳出

歳入歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

67 7,40067 7,40067 7,400

子育て支援と健康のために
２７億７，９７１万円

豊かな暮らしのために
２億３，００８万円

町税
３３億３，４２２万円

地方譲与税
１億９７８万円繰入金

２億２，９０１万円

繰越金
２億３，０００万円

地方消費税交付金
４億９００万円

県支出金
４億２，６６３万円

国庫支出金
５億２８万円

町債
３億１，７６０万円

地方交付税
８億９，０００万円

文化と教育のために
６億７，０５５万円

快適な暮らしと安全のために
１３億２，０６９万円

その他
３億２，７４８万円

町民サービスのために
１１億５，３８７万円

その他
６億１，９１１万円
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・放課後児童対策事業
・不妊治療費助成事業
・子宮がん検診事業
・新生児聴覚検査助成事業

・英語教育充実授業
・きめ細かい教育の推進事業
・日本語検定受験・英語検定受験推進事業
・英語村体験事業

結婚から子育てまで親子にやさしい環境の充実

川島町の未来を担う教育の充実

・すぐソコ！かわじまふるさとビジネス事業　　　　　
・新規就農者への総合支援事業
・農地集積事業

農業の活性化と担い手の確保

・地域学校協働活動推進事業
・伊草公民館駐車場整備事業
・町立図書館改修（屋上防水）事業

子どもからお年寄りまで地域でふれあう機会の充実

・くらしの交通支援事業
・橋梁長寿命化事業
・地震洪水ハザードマップ・ガイドブック作成事業
・避難計画作成事業
・災害用マンホール蓋交換事業

・ kawajima Spring Festival 開催事業　　　　　
・鈴木聞多氏・宇津木妙子氏企画展事業　　　　　

5 , 0 8 8 万 8 千円
1 3 6 万 0 千円
2 3 万 1 千円
4 7 万 5 千円

1 , 9 2 5 万８千円
1 , 8 8 3 万９千円

1 6 3 万 1 千円
1 4 万７千円

2 , 6 2 4 万 6 千円
1 , 5 8 0 万 2 千円
1 , 6 5 0 万 0 千円

1 7 3 万 3 千円
9 2 3 万 9 千円

1 , 0 2 2 万 8 千円
　　　　　

2 , 7 2 5 万 5 千円
4 , 7 0 0 万 0 千円

4 5 0 万 0 千円
4 3 0 万 0 千円
2 3 7 万 8 千円

4 0 9 万６千円
1 6 万 0 千円

誰もが安心して暮らせる地域づくり

川島町の魅力発信と認知度向上

主な事業　３１年度版

カ ワ ジ マ 　 　   スプリング　     フェスティバル
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川
島

町の未来を担う教育の充実

子ど
もから

お年寄りまで地域で
ふ
れ
あ
う
機
会
の
充
実

英語村体験事業英語村体験事業

　伊草公民館の駐車場を整備
し、来館者の利便性の向上を図り
ます。

英語村体験事業
１４万７千円

伊草公民館駐車場
整備事業

９２３万９千円

　小学生の英語学習
を支援するため、実
用英語技能検定５級
に合格するためのス
キルや単語力を身につ
ける学習的な要素を取
り入れたプログラムの
英語体験教室を開催し
ます。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

自主防災訓練（伊草地区）自主防災訓練（伊草地区）
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結婚から子育てまで親子
にや
さし

い環
境
の
充
実

農
業

の活
性化
と担い

手の確保

　町内にある放課後児
童クラブ（かっぱくら
ぶ・どりぃむくらぶ・
かわじま学童クラブ）
に対し、運営に係る経
費の一部を補助しま
す。

放課後児童対策事業
５,０８８万８千円

 平成の森公園 平成の森公園

　平成の森公園を中心に、貸
農園や観光農園、商品生産・
加工・販売施設を整備するほ
か、特産品の磨き上げ等を
進め、来訪者の消費促進と
リピーター化を図ります。

第３子以降私立幼稚園
保育料無料化事業
３００万円

すぐソコ！かわじま
ふるさとビジネス事業
２,６２４万６千円

放課後児童クラブ
　　　　　　活動風景



ちびっこフェス・バラ祭りちびっこフェス・バラ祭り

松永橋

「ちびっこフェスティバル」、「バラ
の小径まつり」、「健康福祉まつり」
が一つのイベントとなって平成の森公
園で開催します。

　橋梁の長寿命化
と利用者の安全を確
保するため、定期点
検結果を基に、計画的
な修繕を行います。平成
３１年度は市野川に架か
る松永橋の修繕工事を行い
ます。

橋梁長寿命化
事業
4,700万円

Kawajima Spring Festival
開催事業
～ かわじま まるごと春まつり～
409万 6千円

誰

もが安心して暮らせる地
域づ
くり

川島
町の魅力発信と認知度向

上

カワジマ　　　　スプリング　　フェスティバル

バラの小径バラの小径
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総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

飯
島
３
号
雨
水
幹
線
の
工
事
状
況
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
に
つ
い
て

は
、
浸
水
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、

主
要
な
雨
水
幹
線
の
整
備
を
計
画
的
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

浸水対策の充実に向けて

総務経済建設常任委員会

特定外来生物等の捕獲数の内
訳は。
平成２９年度はアライグマ１
４６頭、ハクビシン１５頭で
平成３０年度は、２月末現在
でアライグマ１９４頭、ハク
ビシン９頭です。

問

答

平成３０年度のリフォーム補
助申請の全体件数は。
平成３０年度は２０件で１６
８万４千円。その内、子育て
世帯は４件で６１万９千円で
す。

問

答

市街化区域に比べると調整区
域のインフラ整備が進まない
ように感じる。もう少し予算
を上積みしてもよいのでは。
全体的にバランスを見ながら
予算配分をしています。調整
区域だけ予算が少ないという
事はありません。

問

答

特定外来生物等の捕獲 リフォーム補助の申請数 町のインフラ整備

イルミネーションの見直しの
内容は。
平成３１年度は庁舎周辺にて
行う予定で、若手職員が企画
を検討して飾り付けます。若
干増設もあるかと思いますが、
すでに購入したものを活用し
て実施します。

問

答

旧庁舎解体工事の具体的な内
容は。
旧庁舎の解体工事につきまし
ては、本庁舎８１９㎡、第二
庁舎４１３㎡、別館５４８㎡
などの解体です。工期は５か
月間を予定しております。

問

答

旧出丸小学校は普段水を使わ
ない中で、災害時に水が良好
な状態で飲めるのか。
職員が週１回以上、水道水を
出して循環するようにしてい
ます。受水槽についても定期
点検を実施し、常時水が飲め
る状態にしております。

問

答

イルミネーションイベント 旧庁舎の解体 避難所の管理
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平
成
31
年
度
か
ら
は
、
つ
ば
さ
南
小
学

校
区
に
新
規
の
ク
ラ
ブ
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
中
山
小
学
校
区
で
は
、
２
ク
ラ
ブ
に

増
設
。
今
後
も
、
子
ど
も
の
よ
り
良
い
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

各小学校区に放課後児童クラブを設置
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事業系ごみの処理価格が２５
０円に増額するとのことだが、
ごみ処理原価は。
１０キログラムあたり３７０
円のコストがかかります。近
隣の価格を調査し、価格を設
定しました。

問

答

問

答

問
答

問

答

完成時期と工事内容は。
中山小学校プール北側約 49
ｍと伊草小学校東側約 40ｍ
を安全対策のため、ブロック
３段程度を残して高さ１２０
cm の目隠しフェンスを設置。
プール開始前までに完成する
よう学校と調整していきます。

問
答

２０２０年に新たな学習指導
要領が始まるが町の対応は。
英語が教科化されることに伴
い、英語の授業を増やし、
ALT も２名体制で実施予定。
委託先はプロポーザル方式で
業者から提案してもらい、実
積のある業者にお願いします。

問

答

鈴木聞多氏・宇津木妙子氏の
企画展の内容は。
川島町からオリンピックに出
場され活躍された２人のゆか
りのある物の展示と講演会を
企画しております。今年の夏
頃に役場１階多目的室にて実
施予定です。

子どもの学力向上と不登校生
徒の対応は。
教員の指導力向上、小中一貫
教育の実現を目指し進めます。
不登校については、男性スクー
ルソーシャルワーカーを配置
し家庭の中に入り込む仕組み
を続けます。

町の学芸員の仕事内容は。
新たな町指定文化財の調査審
議会や将来的には資料館の整
備などの業務を行ってもらい
たいと考えております。

ごみ処理の価格 学校のブロック塀工事 英語教育の充実

企画展の内容 川島子ども学習支援 学芸員の業務内容

文教厚生常任委員会
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（※

議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

松
原
　
謙
司

稲
村
美
代
子

小
峯
　
松
治

遠
山
　
　
尚

新
井
　
悦
子

栗
岩
　
輝
治

爲
水
　
順
二

飯
野
　
徹
也

森
田
　
敏
男

菊
地
　
敏
昭

山
田
　
敏
夫

道
祖
土
　
証

石
川
　
征
郎

小
高
　
春
雄

上 程 さ れ た 議 案

議 員 氏 名

※「○」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「―」は議長もしくは退席のため表決しておりません。

各 議 員 の 賛 否

結
　
　
　
果

条例の一部改正

川島町一般職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例を定めることについて

川島町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一

部を改正する条例を定めることについて

川島町水道事業の布設工事監督者及び水道技術

管理者に関する条例の一部を改正する条例を定

めることについて

平成３０年度 補正予算

川島町一般会計補正予算（第５号）

川島町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

川島町下水道事業特別会計補正予算（第４号）

川島町介護保険特別会計補正予算（第２号）

川島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

川島町水道事業会計補正予算（第３号）

平成３１年度 当初予算

川島町一般会計予算

川島町国民健康保険特別会計予算

川島町学校給食費特別会計予算

川島町下水道事業特別会計予算

川島町介護保険特別会計予算

川島町後期高齢者医療特別会計予算

川島町水道事業会計予算

町道路線の廃止

町道路線の廃止について（町道２２０４号線）

町道路線の認定

町道路線の認定について（町道３５６７号線）

町道路線の認定について（町道４７２０号線）

議員提出議案

川島町議会政務活動費の交付に関する条例の一

部を改正する条例を定めることについて

平成３１年度 補正予算

川島町一般会計補正予算（第１号） 

副町長の選任     

副町長の選任について

教育委員会委員の任命 

教育委員会委員の任命について

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―同意

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ―可決

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ―可決
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町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１３日、１４日に一般質問が行われました。

町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１２日、１３日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。
※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

飯
野
　
徹
也
　
議
員

飯
野
　
徹
也
　
議
員

松
原
　
謙
司
　
議
員

松
原
　
謙
司
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

１ 

消
費
税
10
％
つ
い
て

２
「
堆
肥
舎
」
問
題
に
つ
い
て

３ 

学
校
跡
地
利
用
の
成
行
き
に
つ
い
て

４ 

つ
ば
さ
南
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て　

１ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）
に
つ
い
て

２ 

行
政
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て

１ 

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

２ 

農
業
振
興
等
に
つ
い
て

１ 

川
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
側
産
業
団
地
の
現
状

　

 

に
つ
い
て

２ 

当
町
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

３ 

当
町
の
引
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

道
祖
土
　
証
　
議
員

道
祖
土
　
証
　
議
員

１ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

   

通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

２ 

学
生
服
に
つ
い
て

３ 

生
活
困
窮
者
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
つ
い
て

１ 

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

２ 

町
内
の
生
活
道
路
整
備
に
つ
い
て

１ 

町
の
安
全
安
心
に
つ
い
て

２ 

高
台
避
難
所
に
つ
い
て

３ 

町
道
に
埋
設
し
て
い
る
県
の
上
水
道
送
水
管
に
つ

   

い
て

４ 

町
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

５ 

環
境
総
合
計
画
に
つ
い
て

１ 

行
方
不
明
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

２ 

農
福
連
携
に
つ
い
て

（
消
費
税
10
％
問
題
に
つ
い
て
）

問　

消
費
税
が
今
年
10
月
か
ら
10
％

に
引
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
が
、
町

の
予
算
上
、
ど
の
程
度
見
込
ん
で
い

ま
す
か
。

答　

交
付
見
込
み
額
は
４
０
０
万
円

の
増
、
歳
出
見
込
み
額
で
２
千
万
円

負
担
増
と
な
り
ま
す
。

（「
堆
肥
舎
」
問
題
に
つ
い
て
）

　
　

八
ツ
保
地
域
に
17
年
前
に
建
設

稼
働
し
て
い
た
「
堆
肥
舎
」
の
経
営

が
行
き
詰
っ
て
き
て
お
り
、
廃
業
し

た
い
。
廃
業
の
場
合
、
国
、
町
か
ら

の
補
助
金
返
還
が
必
要
か
。

答　

国
庫
事
業
を
活
用
し
て
導
入
し

た
施
設
を
耐
用
年
数
（
35
年
間
）
前

に
事
業
中
止
の
場
合
、
補
助
金
返
還

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

当
事
者
の
利
用
組
合
（
畜
産
農
家

２
戸
）、
国
、
県
と
の
協
議
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
調
整

に
協
力
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

た
だ
、
利
用
組
合
の
当
事
者
は
、

堆
肥
舎
の
利
用
を
継
続
し
た
い
と
の

意
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
協
議
を
継

続
し
て
参
り
ま
す
。

問　

堆
肥
舎
維
持
に
か
か
る
、
固
定

資
産
税
と
、
借
地
料
の
猶
予
が
で
き

な
い
か
。

答　

税
法
上
、
猶
予
条
件
に
該
当
し

な
い
の
で
、
本
件
は
無
理
と
思
わ
れ

ま
す
。

（
学
校
跡
地
利
用
問
題
に
つ
い
て
）

問　

学
校
跡
地
利
用
問
題
の
成
り
行

き
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

検
討
委
員
会
で
の
答
申
が
３
月

27
日
に
出
さ
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
の
利
活
用
を
決
定
し
、

議
会
に
説
明
の
上
、
地
域
の
意
見
・

要
望
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。

いっぱん質問

「
堆
肥
舎
」
の
継
続
が
困
難
だ
。

利
用
組
合
は
利
用
意
向
が
あ
る
。

八ツ林地域で稼働中の
「堆肥舎」事業継続が困難 く り い わ じて るく り い わ じて る

栗 岩　　輝 治栗 岩　　輝 治
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藤里町社会福祉協議会

(

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ《
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
》）

問　

国
連
で
２
０
１
５
年
に
採
択
さ

れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
貧
困
の
根
絶
、

健
康
と
福
祉
の
促
進
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
性
別
）
平
等
な
ど
17
の
目
標
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
川
島
町
の
管
理

職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
、
職
員
の

有
給
休
暇
の
取
得
数
を
伺
い
ま
す
。

答　

女
性
の
管
理
職
の
割
合
は
、
平

成
28
年
度
は
12
・
５
％
、
29
年
度
は

17
・
５
％
、
30
年
度
は
21
・
４
％
で
す
。

有
給
休
暇
の
取
得
数
は
、
平
成
28
年

度
は
一
人
当
た
り
８
・
４
日
、
29
年

度
は
７
・
９
日
、
30
年
度
は
８
・
６

日
で
す
。

問　

町
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

若
い
世
代
の
子
育
て
、
地
域
産

業
の
活
性
化
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
、
人
を
呼
び
込
む
観
光

は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
目
標
に
向
け

た
取
り
組
み
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

町
長
の
公
約
に
あ
る
「
キ
ラ
リ

と
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
」
と
は
。

答　

男
性
社
会
の
意
識
改
革
を
行
い
、

女
性
の
行
政
参
加
を
促
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
）

問　

例
え
ば
転
出
届
の
場
合
、
担
当

窓
口
が
６
か
所
、
手
続
き
は
15
項
目

以
上
あ
り
ま
す
。
書
類
に
住
所
、
氏

名
の
印
字
を
す
る
、
押
印
の
数
を
減

ら
す
等
、
簡
素
化
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
町
の
考
え
は
。

答　

現
在
、
住
民
の
方
が
窓
口
に
来

ら
れ
た
場
合
、
関
係
す
る
課
の
職
員

が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
続
き
を
し
て

い
ま
す
。
印
字
、
押
印
を
含
め
、
さ

ら
に
住
民
負
担
の
軽
減
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

ＳＤＧｓロゴ

キ
ラ
リ
と
女
性
が
輝
く

　
　
　
　
　

社
会
づ
く
り
と
は
。

女
性
の
行
政
参
加
を

　
　
　
　
　

促
し
て
い
き
た
い
。

い な む ら こみ よい な む ら こみ よ

稲村　　美代子稲村　　美代子

問　

当
町
の
引
き
こ
も
り
の
現
状
は
。

答　

引
き
こ
も
り
に
関
し
て
は
恥
ず

か
し
い
と
い
う
考
え
の
た
め
か
世
間

体
を
気
に
し
て
隠
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
く
、
家
庭
内
の
問
題
と
し
て

表
面
化
し
に
く
い
実
情
が
あ
り
、
川

島
町
を
含
め
各
自
治
体
で
も
詳
細
な

人
数
の
把
握
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

問　

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
秋
田
県
の
藤
里
町
を
参

考
に
で
き
な
い
か
。

答　

藤
里
町
は
人
口
３
，
３
０
０
人

程
度
で
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
一
軒
一
軒
全
て
の
世

帯
を
訪
問
し
て
、
引
き
こ
も
り
対
象

者
を
把
握
し
、
粘
り
強
く
丁
寧
な
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
信
頼
関
係
を
生
み
、

社
会
復
帰
の
大
き
な
足
が
か
り
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

成
功
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
非
常

に
大
き
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
町

社
協
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

当
町
の
高
校
生
の
不
登
校
や
引

き
こ
も
り
の
現
状
は
。

答　

支
援
を
行
う
必
要
性
は
十
分
認

識
し
て
い
ま
す
が
本
町
に
在
住
し
て

い
る
高
校
生
の
不
登
校
者
は
把
握
で

き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

問　

町
と
し
て
の
具
体
的
な
対
策
は
。

答　

義
務
教
育
課
程
の
段
階
で
不
登

校
児
童
・
生
徒
や
そ
の
保
護
者
に
寄

り
添
い
、
子
育
て
支
援
課
や
健
康
福

祉
課
な
ど
の
関
係
課
と
幅
広
く
連
携

を
図
る
な
ど
で
不
登
校
の
防
止
や
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
町
の
引
き
こ
も
り
の
対
策
は
。

社
協
等
と
連
携
し

　
　
　

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

さ い いさむどさ い いさむど

道祖土　　　証道祖土　　　証
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いっぱん質問

イ
ン
タ
ー
南
側
開
発
の

　
　
　
　
　
　
　

進
捗
状
況
は
。

面
積
等
課
題
に
対
し
、

　
　
　
　
　

県
と
鋭
意
調
整
中
。

問　

イ
ン
タ
ー
南
側
開
発
は
、
町
・

地
権
者
協
議
会
・
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー

３
者
が
連
携
し
、
69
ｈ
ａ
の
早
期
実

現
に
向
け
進
め
て
い
ま
す
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
は
。

答　

町
で
は
、
当
開
発
の
早
期
実
現

を
目
指
し
、
県
と
調
整
を
進
め
て
お

り
、
課
題
に
対
し
一
つ
一
つ
対
応
し
、

着
実
に
前
に
進
ん
で
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
主
な
課
題
は
３
つ
あ
り
、

①
２
５
４
号
西
側
の
白
地
区
域
の
土

地
利
用
が
未
定
。②
69
ｈ
ａ
の
面
積

の
必
要
性
。③
農
地
の
減
少
に
よ
る

町
農
業
へ
の
影
響
が
無
い
事
の
説
明
。

こ
の
中
の
、
白
地
区
域
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
で
概
ね
了
解
を
得
ら

れ
た
状
況
で
す
。
残
る
課
題
に
つ
い

て
も
、
鋭
意
進
め
て
参
り
ま
す
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
は
、
人
口
減

少
、
高
齢
化
、
行
政
組
織
維
持
困
難
、

空
き
家
が
増
加
す
る
等
地
域
が
衰
退

し
て
い
ま
す
。
そ
の
救
済
策
の
一
つ

が
都
市
計
画
法
34
条
11
号
の
指
定
と

思
い
ま
す
が
、
町
の
考
え
は
。

答　

県
と
指
定
に
関
す
る
相
談
を
し

て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
を
前
提
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、
指
定
を
行
う
方
向
で
す
。

問　

農
地
の
集
積
・
集
約
の
状
況
は
。

答　

平
成
30
年
度
は
、
新
た
に
12
月

６
０
ｈ
ａ
の
農
地
を
集
積
し
、
累
計

で
４
８
８
ｈ
ａ
と
な
り
ま
し
た
。
面

積
で
は
、
県
内
第
３
位
、
集
積
率
で

は
第
１
位
で
す
。
ま
た
、
集
積
が
進

ん
だ
地
区
で
は
、
畦
畔
撤
去
や
均
平

化
に
よ
る
区
画
拡
大
を
行
い
、
担
い

手
が
効
率
的
な
耕
作
が
行
わ
れ
る
よ

う
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

活力あるまちづくりを目指して

問　

高
台
避
難
所
に
つ
い
て
、
ど
の

様
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

答　

河
川
の
堤
防
上
に
構
築
し
、
水

防
活
動
を
行
う
上
で
の
緊
急
用
資
材

を
備
蓄
し
、
災
害
の
発
生
時
に
は
、

緊
急
復
旧
な
ど
の
基
地
と
な
る
と
と

も
に
川
島
町
地
域
防
災
計
画
に
は
平

常
時
は
地
域
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
も
使
用
で
き
る
災
害
避

難
場
所
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
３
月
に
国
交
省
関
東
整

備
局
は
、
計
画
の
中
で
荒
川
沿
い
の

出
丸
地
区
と
越
辺
川
沿
い
の
伊
草
地

区
の
２
か
所
に
、
緊
急
復
旧
活
動
等

の
水
防
拠
点
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

荒
川
上
流
河
川
事
務
所
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
て
休
ま
ず

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

川
島
町
消
防
団
車
輌
の
総
重
量

が
、
約
４
・
２
ト
ン
あ
り
普
通
運
転

免
許
証
で
は
、
運
転
で
き
な
い
が
。

答　

川
越
消
防
局
の
話
で
は
、
準
中

型
の
免
許
取
得
へ
の
助
成
を
す
る
か
、

又
は
、
３
・
５
ト
ン
未
満
の
消
防
車

輌
を
配
備
す
る
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　

水
防
団
の
費
用
弁
償
が
水
害
時

待
機
時
間
が
長
く
他
に
比
べ
る
と
安

く
見
直
し
で
き
な
い
か
。

答　

消
防
団
長
（
水
防
団
長
）
と
今

後
の
費
用
弁
償
の
あ
り
方
を
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

問　

環
境
総
合
計
画
に
つ
い
て
、
町

内
の
事
業
所
が
委
託
で
き
る
一
般
廃

棄
物
の
収
集
業
者
数
は
。

答　

16
社
で
環
境
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

で
き
る
の
は
町
内
の
事
業
系
一
般
廃

棄
物
の
み
で
す
。

問　

町
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
。

答　

30
年
度
か
ら
取
組
み
ま
し
た
。

町
の
安
全
安
心
・
高
台
避
難
所
は
。

実
現
に
向
け
休
ま
ず
、
進
め
ま
す
。

川島町の消防団車輛
き く ち あ きと しき く ち あ きと し

菊 地　　敏 昭菊 地　　敏 昭

こ み ね じま つこ み ね じま つ

小　峯　　松　治小　峯　　松　治

け
い 

は
ん
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（
行
方
不
明
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
）

問　

行
方
不
明
に
さ
せ
な
い
た
め
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
事
を
し
て

い
ま
す
か
。

答　

民
生
委
員
や
地
域
の
方
を
中
心

に
し
た
、
ふ
れ
あ
い
見
守
り
活
動
や

新
聞
販
売
店
、
郵
便
局
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
る
高
齢
者
安
否
確
認
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者

や
知
的
障
害
者
に
対
し
て
、Ｇ
Ｐ
Ｓ

で
居
所
を
検
索
す
る
、
徘
徊
高
齢
者

探
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

（
農
福
連
携
に
つ
い
て
）

問　

農
福
連
携
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
見
解
を
お
持
ち
で
す
か
。

答　

農
業
分
野
で
は
担
い
手
不
足
や

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
と
言
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
一
方
、
福
祉
分
野
で
は

就
労
訓
練
の
た
め
に
働
く
場
や
仕
事

を
求
め
て
い
る
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

お
互
い
の
連
携
が
整
え
ば
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問　

国
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援

策
が
あ
り
ま
す
か
。

答　

農
林
水
産
省
の
事
業
で
、
障
が

い
者
を
受
け
入
れ
る
際
に
必
要
と
な

る
施
設
の
整
備
に
か
か
わ
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
等
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
事
業
で
、

障
が
い
者
就
労
施
設
へ
の
農
業
に
関

す
る
専
門
家
の
派
遣
や
農
福
連
携
マ

ル
シ
ェ
開
催
等
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

問　

農
福
連
携
の
今
後
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
意
向
を
お
持
ち
で
す
か
。

答　

農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
行
い

た
い
農
業
者
、
福
祉
事
業
所
が
相
談

に
来
れ
ば
、
関
係
課
と
連
携
し
て
推

進
を
図
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

農福連携の拡大を

農
福
連
携
の
今
後
は
。

相
談
が
あ
れ
ば
関
係
課
と

　
　
　
　

相
談
し
推
進
し
た
い
。

（
太
陽
光
発
電
整
備
の
設
置
に
つ
い
て
）

問　

近
年
、
町
内
各
所
で
太
陽
光
発

電
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
集
落

に
隣
接
し
た
田
畑
を
開
発
し
た
も
の

が
多
く
み
ら
れ
、
中
に
は
自
宅
の
周

り
を
囲
む
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
る

お
宅
も
あ
る
。
さ
ら
に
太
陽
を
自
動

追
尾
す
る
タ
イ
プ
は
騒
音
や
景
観
へ

の
影
響
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

雑
草
や
枯
草
ゴ
ミ
な
ど
の
問
題
が
出

て
も
、
看
板
の
電
話
番
号
だ
け
が
頼

り
の
綱
と
な
っ
て
い
る
。
町
は
、
こ

う
し
た
施
設
の
設
置
に
関
す
る
問
題

を
ど
の
様
に
対
処
し
て
い
く
考
え
か
。

答　

近
隣
町
村
等
の
要
綱
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
研
究
し
て
早
急
に
条
例
や

規
則
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
町
内
の
生
活
道
路
整
備
に
つ
い
て
）

問　

町
内
の
調
整
区
域
内
の
生
活
道

路
、
特
に
集
落
と
集
落
を
つ
な
ぐ
道

路
の
多
く
は
水
路
が
並
走
し
て
い
る
。

整
備
の
完
了
し
た
東
大
塚
地
内
で
は
、

水
路
を
柵
渠
整
備
し
広
い
幅
員
の
車

道
を
作
り
、
民
地
側
に
は
歩
道
と
Ｕ

字
溝
が
整
備
さ
れ
素
晴
ら
し
い
環
境

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
多
く

は
何
十
年
も
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
。
三
保
谷
の
白
井
沼
か

ら
平
沼
に
抜
け
る
道
路
や
、
宮
前
か

ら
上
狢
、
下
狢
に
至
る
道
路
。
出
丸

で
は
中
郷
か
ら
大
屋
敷
に
至
る
道
路

な
ど
の
整
備
は
一
向
に
進
ん
で
い
な

い
。
こ
う
し
た
町
道
の
整
備
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

答　

町
道
の
整
備
の
遅
れ
に
つ
い
て

は
ご
指
摘
の
通
り
だ
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
義
務
的
経
費
が
年
々
膨
ら
む

中
で
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
お
約
束

で
き
ま
せ
ん
が
、
精
一
杯
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

整備が待たれる上狢地内

太
陽
光
発
電
施
設
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

町
の
対
応
は
。

早
急
に
条
例
や
規
則
を

　
　
　
　
　
　

 
 

整
備
し
ま
す
。

さ い いさむど

ま つ じけ んま つ ば ら じけ んま つ ば ら じけ ん

松 原　　謙 司松 原　　謙 司

い い の やて つい い の やて つ

飯 野　　徹 也飯 野　　徹 也

さ
っ
き
ょ



　

平
成
31
年
第
１
回
比
企
広
域
市
町

村
圏
組
合
議
会
定
例
会
が
、
２
月
５

日
の
午
前
10
時
よ
り
東
松
山
市
議
会

議
場
に
お
い
て
開
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
議
案

第
１
号
か
ら
議
案
第
14
号
ま
で
の
14

議
案
で
す
。

　

議
案
第
１
号
及
び
第
２
号
は
、
公

平
委
員
会
委
員
に
と
き
が
わ
町
の
馬

場
勝
彦
氏
と
川
島
町
の
小
島
和
江
氏

の
両
氏
を
選
任
。（
全
員
賛
成
同
意
）

　

議
案
第
３
号
平
成
30
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、
人
事

異
動
な
ど
に
よ
る
歳
出
減
額
分
３
５

８
万
１
千
円
を
予
備
費
に
充
当
。

　

議
案
第
８
号
平
成
30
年
度
斎
場
及

び
霊
き
ゅ
う
自
動
車
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、
１
億
１

６
５
万
６
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
６
１
６
２
万
５
千
円
に
。

　

議
案
第
９
号
平
成
30
年
度
介
護
認
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ＬＩＮＥを活用した通報システムの活用を

問　

道
路
や
公
園
の
不
具
合
の
情
報

を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
通
報
す
る
と

位
置
や
故
障
の
状
況
が
即
座
に
わ
か

り
、
時
間
や
手
間
の
短
縮
に
も
な
る

通
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
は
。

答　

町
は
、
災
害
時
の
迅
速
か
つ
正

確
な
情
報
を
伝
え
る
為
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
か
わ
べ
え

メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
提
供
し
て
い
ま

す
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
運
用
し
始
め
ま
し

た
。
若
者
層
の
利
用
が
多
い
の
が
特

徴
で
受
け
て
側
の
発
信
が
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
広
聴
機
能
の
活
用

を
加
味
し
ま
す
。
開
か
れ
た
町
政
を

進
め
る
為
に
も
多
く
の
意
見
が
い
た

だ
け
る
方
法
と
し
て
、
実
施
を
踏
ま

え
早
急
に
研
究
し
ま
す
。

問　

県
内
公
立
中
学
・
高
校
で
女
子

生
徒
の
制
服
に
ス
カ
ー
ト
の
他
に
、

ス
ラ
ッ
ク
ス
も
導
入
す
る
学
校
が
広

ま
っ
て
い
ま
す
。
性
的
少
数
者
へ
の

配
慮
の
他
、
活
動
や
寒
さ
対
策
に
な

り
ま
す
。
町
で
の
制
服
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答　

近
隣
市
町
で
導
入
す
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
や
保
護
者
等

か
ら
制
服
の
選
択
制
の
要
望
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
生
徒
や
保
護
者
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

困
窮
す
る
方
へ
の
食
品
を
提
供

す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
窓
口
設
置
を

す
る
考
え
は
。

答　

県
内
２
か
所
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
町
で
も
必
要
に

応
じ
ア
ス
ポ
ー
ト
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
埼
玉
西
部
を
経
由
し
、
支
援
を

受
け
て
い
ま
す
。

食
品
の
種
類
を
多
種
多
様
に
集
め
る

た
め
に
は
、
町
で
な
く
広
域
の
方
が

有
利
だ
と
考
え
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　

通
報
シ
ス
テ
ム
は
。

開
か
れ
た
町
政
に

　

  

必
要
な
方
法
で
実
施
を
研
究
。

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子

定
及
び
障
害
支
援
区
分
審
査
会
特
別

会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

は
、
職

員
給
与
２
１
３
万
９
千
円
減
額
分
を

予
備
費
に
充
当
。

　

議
案
第
10
号
平
成
31
年
度
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
７
千
５
０
０
万
円
に
す
る
。

　

議
案
第
12
号
平
成
31
年
度
斎
場
及

び
霊
き
ゅ
う
自
動
車
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
億
４
千
４
０
０
万
円
に
す
る
。

　

議
案
第
13
号
平
成
31
年
度
介
護
認

定
及
び
障
害
支
援
区
分
審
査
会
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
千
４
０
０
万
円
に
す
る
。

　

議
案
第
14
号
平
成
31
年
度
公
平
委

員
会
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
60
万
円
に
す
る
。

全
議
案
と
も
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
を
も
っ
て
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

道
祖
土)

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会森

田　

敏
男

道
祖
土　

証
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平
成
31
年
第
１
回
埼
玉
中
部
資
源

循
環
組
合
議
会
が
２
月
４
日
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
管
理
者
の
行
政
報
告
で

は
都
市
計
画
決
定
や
環
境
影
響
評
価

に
関
す
る
事
業
を
進
め
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
１
月
21
日
の

正
副
管
理
者
会
議
に
お
い
て
、
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
、
平
成
35
年
度
中
の
竣
工
を
目
指

す
こ
と
が
決
定
し
た
と
の
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。
管
理
者
か
ら
の
提
出
議

案
は
５
件
で
あ
り
ま
す
。

　

議
案
第
１
号
の
「（
仮
称
）
埼
玉

中
部
資
源
循
環
セ
ン
タ
ー
整
備
・
運

営
事
業
者
選
定
委
員
会
条
例
制
定
に

つ
い
て
」
は
、
同
セ
ン
タ
ー
整
備
、

運
営
事
業
の
設
計
、
建
設
及
び
運
営

を
行
う
事
業
者
の
選
定
を
公
正
か
つ

適
正
に
実
施
す
る
た
め
、
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
２
号
は
「
埼
玉
中
部
資
源

循
環
組
合
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
」
で
す
。

　

議
案
第
３
号
の
「
平
成
30
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」
は
、

事
業
の
進
捗
に
伴
い
、
３
億
２
７
２

１
万
８
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総

額
を
５
億
４
１
８
０
万
７
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
４
号
の
「
平
成
31
年
度
一

般
会
計
予
算
」
は
、
歳
入
歳
出
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
７
１

０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
５
号
の
「
埼
玉
中
部
資
源

循
環
組
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
」
は
、
監
査
委
員 
加
藤
正
雄 

氏

の
任
期
が
平
成
31
年
３
月
31
日
で
満

了
と
な
る
た
め
、
再
任
す
る
も
の
で

す
。

　

全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
）

・
誰
で
も
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
議
会
定
例
会
は
３
月
、６
月
、９
月
、12
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

（※
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

２
月
７
日
に
議
会
議
員
と
ま
ち
整
備
課
職

員
で
34
条
11
号
の
指
定
に
係
る
先
進
事
例
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

34
条
11
号
は
市
街
化
調
整
区
域
内
で
区
域

を
定
め
、
一
定
の
建
築
物
の
立
地
を
許
容
す

る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
11
号
に
指
定
さ
れ
た
区
域
に

お
い
て
は
、
住
宅
な
ど
の
開
発
が
進
む
こ
と

に
よ
り
、
新
住
民
の
定
住
及
び
転
出
の
防
止

に
よ
る
人
口
減
少
対
策
や
優
良
な
農
地
の
保

護
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の
集
落
に
お

け
る
人
口
の
維
持
を
、
11
号
制
度
運
用
の
目

的
と
し
て
お
り
、
特
に
集
落
の
中
心
核
的
存

在
で
あ
る
、
小
学
校
及
び
公
民
館
周
辺
を
重

要
箇
所
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

将
来
的
な
人
口
密
度
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
に
繋
が
る
よ
う
議
会
と
し
て
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

加須市内での視察風景

「
田
園
集
落
ま
ち
づ
く
り
」
に

　
　
　
　
　

係
る
研
究
会 

現
地
視
察

「
田
園
集
落
ま
ち
づ
く
り
」
に

　
　
　
　
　

係
る
研
究
会 

現
地
視
察

小
高　

春
雄

山
田　

敏
夫

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
議
会



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

平
成
最
後
、
今
年
の
熊
谷
地
域
の
桜

開
花
日
は
、
３
月
25
日
で
、
そ
の
後
、

花
冷
え
も
あ
り
満
開
は
４
月
６
日
頃
で

す
。
毎
年
、
桜
前
線
の
報
道
は
寒
い
冬

か
ら
の
実
質
的
な
春
の
到
来
を
感
じ
る

待
ち
遠
し
い
明
る
い
話
題
で
す
。
ち
な

み
に
、
桜
前
線
算
出
の
一
つ
の
方
法
と

し
て
「
６
０
０
度
法
則
」
そ
の
年
の
基

準
地
毎
の
２
月
１
日
以
降
の
最
高
気
温

を
加
算
し
、
累
積
温
度
６
０
０
度
を
超

え
る
日
を
開
花
予
想
日
と
す
る
の
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
先
般
開
催
さ
れ
た
３
月
議
会

は
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
生
活
・
活
動
に

直
結
す
る
、
平
成
31
年
度
川
島
町
予
算

が
充
分
な
審
議
を
経
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
「
町
全
体
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
」
の
た
め
適
正

か
つ
着
実
な
予
算
執
行
を
望
む
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
山
）
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６
月
７
日

６
月
７
日

（金）（金）

月2

月3

月4

　

過
日
、
と
ね
が
わ
幼
稚
園
で
入
園

式
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
園
児
が

元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、
お
母
さ
ん
の
そ
ば
か
ら
離

れ
な
い
子
も
い
ま
し
た
。

　

ご
両
親
に
と
っ
て
は
、
お
子
さ
ま

の
初
め
て
の
集
団
生
活
に
不
安
を
抱

い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
幼
稚

園
で
の
生
活
は
家
庭
で
は
で
き
な
い

こ
と
を
経
験
で
き
る
場
で
も
あ
り
、

人
と
し
て
の
根
幹
を
育
む
重
要
な
時

期
で
あ
り
ま
す
。

　

入
園
さ
れ
た
園
児
の
み
な
さ
ん
に

は
、
幼
稚
園
で
お
友
達
と
た
く
さ
ん

遊
び
、
人
と
関
わ
る
力
や
好
奇
心
、

探
究
心
を
養
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

 　
　
　

 

（
写
真
・
文
章
／
小
峯
）

議会日誌

開
会
予
定
で
す
。

次
回
６
月
の
定
例
会

　

平
成
30
年
度
比
企
郡
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に

よ
る
議
員
研
修
会
が
２
月
14
日
に
フ
レ
サ
よ
し
み

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
吉
田
稔
氏
は
、
１
９
７
１
年
に
西
宮
市

に
入
庁
さ
れ
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
時
に
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
補
佐
と
し
て
被
災

者
支
援
を
中
核
と
す
る
震
災
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
実
践
的
な
危
機
管
理
対
応
や
危
機
管

理
下
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
に
つ
い

て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

比
企
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

比
企
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

相
談
役

爲　

水　

順　

二

栗　

岩　

輝　

治

遠　

山　
　
　

尚

小　

峯　

松　

治

稲　

村　

美
代
子

松　

原　

謙　

司

森　

田　

敏　

男

議
会
報
編
集
委
員
会

比企郡町村議会議員研修会

議会運営委員会

議会全員協議会

３月定例会

議会報編集委員会

議会全員協議会

中学校卒業式

小学校卒業式

議会報編集委員会

小学校・中学校入学式

議会報編集委員会

１４日

２２日

１日～１４日

１３日

１４日

１５日

２２日

２９日

８日

研
修
日　

２
月
14
日　

午
後
２
時

場　

所　

フ
レ
サ
よ
し
み
（
吉
見
町
民
会
館
）

演　

題　

地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と 

～
命
を
守
る
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
～

講　

師　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
全
国
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長　

吉
田 

稔 

氏


